
アムステルダム日本人学校 感染症対応 Q&A【2022.4.11版】 

 

Q１．登校前に、家庭で行う健康観察はどのように行いますか。 

 

A１.毎日の健康観察等を、次のように行ってください。健康観察票に、お子様の体温 

を記載し、毎日学校にもってきてください。朝教室に入ったら、教卓に提出します。 

 

・毎朝、体温を測り、健康状態を確認してください。 

・発熱（平熱より 0.5度以上体温が高いとき）、咳などの風邪症状がある場合 

は、すぐに簡易検査を実施してください。 

・簡易検査の結果が、 

陽性の場合→ 登校を控え、ＧＧＤが示すガイドラインに従って自宅隔離 

してください。これにより学校をお休みする場合は、出席停止 

となります。 

 回復時期等についても、ＧＧＤが示すガイドラインにより 

ます。 

    陰性の場合→ 登校可ですが、風邪症状がひどい場合は、登校を控えてくだ 

さい。これにより学校をお休みする場合は、病気による欠席と 

なります。 

  ・簡易検査の結果が陽性の場合は、その旨を kinkyu@jsa.nl宛にメールでお知ら 

せください。 

 なお、小学４年以上の学年で実施していました週２回の簡易検査は廃止します。 

 

Q２．陽性が判明した場合、学級のオンライン授業への対応はどのようになりますか。 

 

A２.これまでのように、学級で１人陽性が判明したことで、すぐにオンライン授業へ 

の移行とはしません。 

陽性者の広がり具合等により、学級閉鎖や臨時休業の措置を行います。広がりが 

ない場合は、陽性となった児童生徒のみ出席停止となります。 

 

Q３.簡易検査で陽性となった場合、病気欠席の場合、オンライン授業（ストリーミン

グ）は、どのようになりますか。 

 

A３.オンライン授業（ストリーミング）は行いません。体調を回復させることを優先 

してください。 
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Q４．児童・生徒は元気ですが、家族に風邪症状がある場合はどのようになりますか。 

 

A４.簡易検査を行い、陰性であれば登校することができます。 

 

Q５.児童・生徒は元気ですが、家族が簡易検査で陽性となった場合はどのようになり

ますか。 

 

A５. 簡易検査を行い、陰性であれば登校することができます。 

 

Q６．スクールバスはどのようになりますか。 

 

A６.地区委員さんからの案内に従ってください。 

 

Q７．保護者は学校の敷地に入れますか。 

 

A７.通常通り、立ち入りは可とします。ＰＴＡ活動を行う際には、事前に教頭までご 

連絡ください。 

風邪症状がある場合は、来校はご遠慮ください。来校の際は、手指の消毒にご協 

力ください。マスクの着用は任意とします。 

 

Q８．マスクの着用はどうしますか。 

 

A８.必須としません。 

ただし、咳やくしゃみをする際のエチケット（マスクを着用する・ハンカチ等で 

口を覆う・肘の内側で口を覆うといった方法）について、ご家庭でお子様にお話し 

ください。学校でも同様に指導します。 

これらのことは、教職員も同様に対応します。 

 

Q９．お弁当の時間はどのようになりますか。 

 

A９.これまでの方法を継続して行います。 

お互いの距離をとった上で、各学級で位置を決めて食べます。また、大声で話を 

しないように指導します。 

 

Q10．うがい・手洗いの指導はどのようになりますか。 

 

A10.これまでの方法を継続して行います。 

朝、学校に来たときと外に出た後は、必ず、うがい、手洗いをします。そして、 



手を拭くのにハンカチやペーパータオルを使います。最後に、アルコール消毒を 

します。教室には、アルコール消毒液を準備します。 

 

Q11．教室内の換気はどのようになりますか。 

 

A11.これまでの方法を継続して行います。 

可能な限り、窓は常時開けておきます。児童・生徒の服装については、室温に応 

じて自分で調整ができるよう準備をお願いします。 

 

Q12．校舎内の動線はどのようになりますか。 

 

A12.一方通行を廃止し、廊下はどちらの方向へも動くことができるようにします。 

ただし、児童・生徒が出会い頭に接触すること等がないよう、右側を歩行するこ 

とを指導していきます。 

 

Q13．学校の消毒等は、どのようにしていきますか。 

 

A13.消毒は続けて行います。 

放課後に、教室の児童生徒の机、ドアノブ、スイッチ等の消毒、業間と昼の 

休み時間の後に、トイレの消毒をします。 

 

Q14．授業はどのように行いますか。 

 

A14.これまで対策として行ったような制限はしないこととします。 

ただし、お互いの距離については、教員、児童・生徒ともに意識するようにし 

ます。 

 

特に、感染の危険度が高いとされていた活動について、 

・合唱、合奏→ お互いに適度な距離を保って実施します。 

・調理実習→ 個別に調理を完結できる方法で実施します。調理したものは、 

      調理した人が食べます。 

 

Q15．教室は、どのようにして使用しますか。 

 

A15.これまで対策として行ったような制限はしないこととします。 

ただし、お互いの距離や換気については、教員、児童・生徒ともに意識するよう 

にします。 

 



Q16．休み時間の過ごし方はどのようになりますか。 

 

A16.これまで行ってきた対策は廃止とし、次のような対応をします。 

・運動場は、新たな割り当てに従って使用します。 

  ・学年単位での遊びに限らず、他学年との交わりも可能とします。 

  ただし、外から帰ってきたら、うがい･手洗い・アルコール消毒をして教室へ入 

ることは継続して行います。 

 

Q17．学校の教職員が感染したら、授業はどのようになりますか。 

 

A17.これまで通り、教職員が感染したら、児童・生徒と同様にＧＧＤのガイドライン 

に沿って自宅隔離になります。 

感染した教職員の体調を鑑み、他教科に振り返る等の対策をとります。 

 

Q18．校外学習等への参加はどのようになりますか。 

 

A18.通常の授業と同じく、参加することが基本となります。参加されない場合は、欠 

席となりますので、その場合は学校にお知らせください。 

 

Q19．ワクチン接種にかかる対応はどのようになりますか。 

 

A19.下のように、2021.9.8に文書発行しました「ワクチン接種にかかる対応等につ 

いて」の内容を継続します。 

 

【接種後の副作用による出欠について】  

 ○ 新型コロナワクチンの接種後、副作用による体調不良となったことにより、学 

校を休む場合は、「出席停止」とします。 

 ○ ご家族で、新型コロナワクチン接種の副作用による体調不良となった場合、お 

子様の登校は可能です。本校在籍の兄弟姉妹同士も同様です。ただし、大事をと 

って学校を休ませた場合、「出席停止」とします。 

【接種について】 

 ○ ワクチン接種はオランダ国内で進んできているものの、接種するかしないか 

は任意です。もちろん、本校においても同様のスタンスです。それを踏まえ、必 

要に応じて次のことを学校として指導していきます。保護者の皆様におかれま 

しても、ご理解ご協力をお願いします。 

  ・ 身体的な理由等により、ワクチン接種を望まれない方、自身の意思とは別に 

ワクチン接種できない方もいらっしゃることをご理解ください。 

  ・ ワクチン接種を受けないことが差別等につながらないようご配慮ください。 


